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量 PCR による解析から、幼葉鞘には ZmPHOT1、幼葉には ZmPHOT2 がそれぞれ高発
現していることを明らかにした。また、抗イネ phot1抗体を用いたウエスタンブロッティ

















子、リン酸化部位を Alaに置換した変異型 ZmPHOT1 遺伝子をそれぞれ導入し形質転換
植物体を作出した。シロイヌナズナ phot1phot2欠損変異体は一次正光屈性や二次正光屈
性、葉柄の角度、葉緑体集合運動、葉の展開、気孔の開閉などの phot が関わる青色光応
答反応が失われている。野生型 ZmPHOT1 遺伝子を導入した形質転換植物体ではそれら
青色光応答反応が回復することが確認された。一方、変異型 ZmPHOT1 遺伝子を導入し
た形質転換体では一次正光屈性は回復しなかった。よって、弱青色光照射によって誘導さ
れる Zmphot1 のリン酸化は一次正光屈性に関与している可能性が示された。同じ変異型
ZmPHOT1を導入した形質転換体の他の表現型も観察したところ、二次正光屈性、葉柄の
角度、葉緑体集合運動は回復していたが葉の展開と気孔の開閉は回復していなかった。以
上の結果から、青色光応答に応じて必要とされる Zmphot1 のリン酸化部位はその生理反
応により異なることが示唆された。 
